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平成２９年度第２回保育園運営協議会議事録 

 

 日   時  平成２９年８月２８日（月）午前９時３０分から 

 場   所  市役所本庁舎４階第２会議室 

 出 席 者  伴律子委員、髙木式雄委員、星野千陽委員、南千景委員、古田克江委員、 

森川ひろみ委員、石垣儀郎委員、野口純子委員 

 欠 席 者  松田正憲委員 

事 務 局  與語課長、武田指導保育士、石川課長補佐、井筒係長、伊藤主査 

 傍聴の可否  可 

 傍聴の有無  有 

 次   第  １．あいさつ 

２．議題 

（１）平成３０年度保育園等利用調整基準（案）について 

        （２）平成３０年度保育園等の定員（案）について 

        （３）その他 

３．その他 

 

発 言 者 発   言   内   容 

こども課長 

 

 

 

 

副会長 

 

副会長 

 

 

各委員 

 

 

 

副会長 

 

副会長 

 

 

ただいまから、平成２９年度第２回日進市保育園運営協議会を開催いた

します。 

本日、松田会長から欠席の連絡をいただいておりますので、副会長の南

委員に議事進行をお願いいたします。 

 

（あいさつ） 

 

今回、傍聴者がいらっしゃいます。傍聴者に入っていただいてよろしい

でしょうか。 

 

 （同意） 

 

（傍聴者入室） 

 

（傍聴者への注意事項説明） 

 

それでは、ただいまから本日の議題に入ります。 

議題（１）平成３０年度保育園等利用調整基準（案）について事務局か

ら説明をお願いします。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

各委員 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明に先立ちまして、お送りした資料及び追加資料の確認をいたします。 

（資料確認） 

（配布資料１により説明） 

主な変更点 

・新設保育施設の追加（私立保育園１・小規模保育事業２） 

・求職中の申込み及び審査の取扱いについて 

・年度及び申込み日程等の日付の変更 

 

ありがとうございます。議題（１）について、ご意見やご質問のある方

はいらっしゃいますか。 

ただいまの（１）平成３０年度保育園等利用調整基準（案）について、

軽微な修正は事務局に一任のうえ承認してよろしいでしょうか。 

 

（承認） 

 

続きまして、議題（２）平成３０年度保育園等の定員（案）について、

事務局より説明をお願いします。 

 

（配布資料２により説明） 

・西部保育園  

３歳児：５名増、４歳児：３名増、５歳児：４名増 

・日東保育園 

 ３歳児：２名減、４歳児：１名増、５歳児：１名増 

・（新設）東オリーブの木（仮） 

 定員：４０名（０歳児：６名、１歳児：１６名、２歳児：１８名） 

・愛知国際プリスクール 

 ２歳児：２名減、３歳児：２名増、５歳児：１０名増 

・マミーベア保育園あかいけ 

 ０歳児：３名減、１歳児：２名増、２歳児：１名増 

・（新設）たんぽぽ保育園かぐやま（仮） 

 定員：１９名（０歳児：６名、１歳児：６名、２歳児：７名） 

 ・（新設）ル クール保育園香久山（仮） 

   定員：１９名（０歳児：３名、１歳児：８名、２歳児：８名） 

合計 ０歳児：１２名増、１歳児：３２名増、２歳児：３２名増 

   ３歳児：５名増、４歳児：４名増、５歳児：１５名増 
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副会長 

 

 

 

 

 

各委員 

 

副会長 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 ありがとうございます。 

 （２）平成３０年度保育園等の定員（案）について、ご意見やご質問は

ありませんか 

 議題（２）平成３０年度保育園等の定員（案）について承認としてよろ

しいでしょうか。 

 

（承認） 

 

 （３）その他について事務局からお願いします。 

 

 今回の改正も含みましてご意見等ありますでしょうか。 

 

 資料２の定員について、全体として１００名増加になりますが、２９年

度から３０年度の定員増加はどの程度の割合増加となるのでしょうか。ま

た、日進市の保育施設の利用増加傾向と定員の割合増加傾向が比例傾向に

あるのか、この定員増加で保育施設の利用増加を担っていけるのか分かれ

ば教えていただきたい。 

 

 子ども・子育て支援事業計画で人口推計から利用申込みを予想し、現在

の保育施設の定員とその差をどのように解消していくかという目標をたて

て計画を進めています。平成２６年度にあかいけ屋下保育園、平成２７年

度に米野木台西保育園、平成２８年度に小規模保育事業所３施設、平成２

９年度は日進めばえ保育園を開設し、来年度に向けて小規模保育事業所２

施設、私立保育園１施設を開設予定で整備を進めています。 

 小規模保育事業所が来年度も含め５施設増えていますが、０歳児から２

歳児の需要が特に多く、その年齢層の施設の整備を手厚く進めているとい

う状況です。また、今年度は支援事業計画の中間見直しの年になりますの

で、中間見直しがまとまってきましたら、今後の必要量等がでてくること

になると思います。 

 

 小規模保育事業のＡ型にマミーベア保育園あかいけが４月から移行する

ということで、良いことだと思います。Ａ型とＢ型の違いと、Ａ型に移行

することになった理由を教えていただきたい。 

 

 Ａ型とＢ型の違いは、配置基準の違いになります。 

Ａ型は全て保育士資格を有した配置になりますが、Ｂ型は２分の１以上

が保育士であればよく、それ以外は保育士資格がなくとも同等の経験を有
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

し研修を受けた子育て支援員を配置できるという違いがあります。 

 また、Ａ型への移行ですが、Ａ型への移行を目指して資格取得を進めて

いただいた結果、保育士資格を有する方のみの配置ができるようになった

ということです。 

 

 マミーベア保育園あかいけに勤務している人が資格を取得されて全員保

育士になったのか、新規雇用によって全員保育士になったのか、どちらで

すか。 

 

 事業所の人員配置についての詳細は伺っていませんが、マミーベア保育

園は他にも保育施設を運営していますので、人事異動等も含めて、マミー

ベア保育園あかいけに保育士を配置できるようになったということだと思

います。保育士の確保としては充足したということでＡ型に移行すること

になりました。 

 

 保育の質的担保が確保できるようになったということですね。 

 

 新設の東オリーブの木保育園の母体はどのような事業所ですか。 

 

 名古屋市で認定こども園と幼稚園を経営している学校法人になります。 

 

 保育園、認定こども園、小規模保育事業所の違いはどのように説明して

いますか。 

 

 認定こども園は幼稚園機能と保育園機能を持った施設になり、幼稚園機

能として利用している方がいらっしゃいます。小規模保育事業所は１９人

以下の小規模な施設で、０歳から２歳までの施設になります。 

 

 学生が実習を受ける際には、認定こども園は保育実習も幼稚園実習も両

方受けているのでしょうか。 

 

 私立は学校と直接交渉になるので、市では把握していません。 

 小規模保育事業所からは実習を受け入れていると聞いています。 

 

 利用案内とは別に、私立の施設等にも問合せをして、施設案内を作成し

ており、希望園を考える際に参考にしていただけるように配布しています。 

現在配布している施設案内は各園の比較がしにくいという意見がありま
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

たので、各園の比較ができるように改訂を進めています。そちらは１０月

から配布を開始します平成３０年度の利用案内と一緒に配布する予定をし

ています。より分かりやすく見ていただけるようになると思います。 

 

 平成２８年度の保育園運営協議会で分かりやすい案内をつくって欲しい

という意見があり、施設案内を作成しました。施設の考えもありますが、

載せられる情報は記載していきたいと思います。また、日進市がこれから

どのように各保育施設をアピールしていけばいいのかといったご意見があ

ればお教えください。よりよいものになるように検討していきたいと思い

ます。 

 

 １０月の説明会や平成３０年度の申込書と一緒に配布する予定というこ

とですね。 

 

その予定でいます。 

 

 資料１の３ページ、「保育認定基準」の「９ その他」ですが、「具体的

な保護者の保育認定事由」に「虐待やＤＶのおそれがあること」という項

目がありますが、「おそれがある」をどのように判断するのか難しいと思い

ますが、なにか基準があるのですか。 

 

 虐待やＤＶとなると、保育担当だけではなく、他の機関が関係してきま

す。虐待やＤＶのおそれがあるのではないかという情報については、愛知

県の担当機関等から市の担当部署に連絡が入り、担当部署が動き、そこか

ら保育担当に連絡が来て把握するというのが基本的な流れになります。そ

のため認定事由の把握等については児童相談センター等からの理由書でも

って判断することになります。 

 

 今年度から２歳児も育休退園がなくなり、在籍できることになりました

が、０歳児や１歳児は育休退園しなくてはだめなのかという話しをききま

す。今後の拡大の予定はどのような状況でしょうか。 

 

 日進市の現状から、どこまで拡大できるのかというのは検討事項になり

ます。３歳児以上を２歳児以上にしたのは、南部保育園の２歳児の定員を

増やしたり、小規模保育事業所を増やしたり、といった拡大をしていくこ

とで、２歳児以上までは受入が可能になるのではないかということで拡大

しました。待機児童が０名になれば全て受け入れるという考えですが、現



 6 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

状ではそこまで進んでいないので、現状できる範囲内で拡大をしている状

況になります。 

 

 公立保育園の土曜日の開園時間ですが、どのような理由で１４時までな

のですか。１４時まででは土曜日は働くことができない保護者が多いと思

います。土曜日に公立保育園で１４時過ぎて預けるには、米野木台西保育

園に行くことになりますが、一ヵ月に一回や二ヵ月に一回の子どもは慣れ

ていない場所にその日のみ行くのは抵抗があり、嫌がります。 

１７時までなら仕事の枠が広がる保護者も多いと思います。 

 

 土曜日でも正社員としてフルタイムで働かれる方が多くなってきている

現状があると思いますが、利用人数を見てみると、１４時を超える保育が

必要で、米野木台西保育園に利用申込みをするお子さんは９園合わせても

月４０人程度になります。９園全てで保育をおこなうのではなく、米野木

台西保育園で保育をして、職員の負担軽減も図りながら運営をしている状

況です。 

また私立保育園では土曜日も１９時３０分まで開園している施設もあり

ます。開園時間の長い施設を利用することも視野に入れていただけたらと

思います。 

日進めばえ保育園は大型連休を除いて、祝日保育を実施します。将来的

には祝日の利用について、日進市内全園の子どもを受け入れられる体制が

つくれないか等検討しています。 

 

 公立保育園全園の土曜日の利用の時間が長くなるのは難しいということ

ですね。 

 

 今後の検討事項になります。 

 

米野木台西保育園を利用せず、１４時まで利用して祖父母等にお迎えを

お願いしている保護者もいます。そういった方の実情を把握してもらいた

いと思います。 

 

 施設を増やしても、希望する人が増えるという、くり返しで、集団生活

も大切ですが、あまりにも長時間保育園に預けるというのも問題だと思い

ました。ただ、土曜日や日曜日に、不幸があったときや保護者自身が病気

になったときなど、事前予約なく、すぐに預けられる施設があるとよいと

思います。 
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事務局 

 

 

 

 

副会長 

 

事務局 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 一時保育でも受入枠があれば当日でも受け入れていただけます。しかし、

すでに保育園や幼稚園に通っている方はご利用いただくことができませ

ん。他にはファミリーサポートに登録していただき利用していただく方法

もあると思います。 

 

 それでは、次回の予定についてお願いいたします。 

 

 次回は平成３０年２月頃を予定しています。 

 １０月から開始します平成３０年度の申込みの状況等についてご説明等

させていただく予定にしています。 

 

 以上になりますが、他にご意見はよろしいでしょうか。 

 長時間にわたりご審議をいただきありがとうございました。本日の協議

会はこれにて閉会とします。ありがとうございました。 

 

（ １０時３０分閉会 ） 

  


